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第 ３ 部
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１ 知的障害のある児童生徒の勤労観・職業観の育成

（１）実際的な力と合わせて育てる

（２）発達段階（生活年齢）に基づいた指導・支援

（３）自主性・主体性を育む支援

勤労観・職業観を 関連する
育てる力 教科・領域等

勤 日常生活動作と基本的 日常生活の指導、自立活
生活習慣に関する力 動、遊びの指導、など

労
社会生活・家庭生活に 日常生活の指導、遊びの指

観 主体的に参加し、役割 導、生活単元学習、特別活
を果たす力 動、総合的な学習の時間等

職 実際的な働く力 作業学習、生活単元学習、
実習など

業
職業的な自立に 国語、数学等の各教科、作

観 必要な力 業学習、実習、特別活動、
総合的な学習の時間など

日常生活動作と基本的生活習慣に関する力

社会生活・家庭生活に主体的に参加し、

自らの役割を果たす力

職業的な自立に必要な力

【表２】勤労観・職業観を育てる力と関連する教科・領域等

【表１】勤労観・職業観のとらえ

【図１】発達段階における勤労観・職業観を育てるための指導・支援の割合

【実践・資料編】第３部 キャリア発達を促す指導・支援の基本的な在り方

とらえ

勤 ＜社会参加と自立に向けての基盤となる態度＞
労 ・日常生活の中での役割の理解や考え方と役割を
観 果たそうとする態度

・役割を果たす意味やその内容についての考え方

職 ＜職業的な自立に必要な態度＞
業 ・職業についての理解や考え方
観 ・職業に就こうとする態度

・職業をとおして果たす役割の意味やその内容に
ついての考え方
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２ 勤労観の育成のポイント ～ 自分のことは自分でやる，役割をもつ ～

（１）自分のことは自分で確実にできることが大切

■職場で指摘される問題点

（２）役割をもつことの大切さ

。

３ 職業観の育成のポイント ～ 社会への関心と正しい自己理解 ～

（１）興味・関心を育て，深める

（２）職業に就くには自己理解が必要

○食事に関すること
・こぼしたものを食べる
・人のものをほしがる
・吐き出したものを食べる
・テーブルを汚してそのままにする
・音をたてて食べる
・姿勢が悪い
・口の周りが汚れたまま 等

○排泄に関すること
・便器外にもらす
・戸を開けたままにする
・使用後水を流さない
・ぺーパーがうまく使えない
・ノックができない 等

○着替えに関すること
・時間がかかりすぎる
・座り込んでする
・整理整頓ができない
・ボタンやエプロンのひもが結べない
・身だしなみができていない
・汚れたものでも平気で着ている 等

○清潔に関すること
・手が洗えない（ぬらすだけ）
・顔が洗えない
・鼻がかめない
・歯が汚い
・髪をとかしていない
・鼻をなめたりして汚い 等

「就労自立を果たす指導法①（上岡一世）」より

「働かせる（自分でやらせる）
のはかわいそう…」は本当ですか？

何もさせてもらえないということは，自分自身を
認めてもらえていないということ。

認めてもらうことが少ない人は，無気力・無関心
になり，表情も乏しくなります。
自分でやれるということは，どんな小さな事

でも喜びであり，自分でやれないという
ことは，どんな小さな事でも

苦痛なのです。

「働くこと」や「職業に就くこと」

人間としての基本的な権利

＊障害の程度にかかわらず，「働ける人」

「生活する人」と見ることが重要！

１ 勤労観・職業観を育成するための基本
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１ 学校や家庭で許容できることと，社会が許容することは違う

■日常生活動作・基本的生活習慣ができてい

るとは言えない例

２ 「一人でできる」「自立している」の明確な基準をもつこと

■手洗いの指導プログラム(例)

○食事に関すること
・箸やスプーンを上手に使えない
・いただきます，ごちそうさまが言えない
・みんなと同じペースで食べられない
・好き嫌いが多すぎる

○排泄に関すること
・ズボンや下着を全部脱がないとできない
・便器を汚したままでいる
・自分からトイレに行けない

○着替えに関すること
・決められた時間内に着替えられない
・立ったまま着替えができない
・ハンガーにきれいにかけられない
・いつもシャツのすそがでている
・靴のかかとをおって履いている など

① 洗面所に行く
② 袖をまくる
③ 水道の栓を回し，水を出す
④ 手に流水をかける
⑤ 石けんをつける
⑥ 指を開いて，手のひらをこすり合わせる
⑦ 左手の甲を右手のひらでこする
⑧ 右手の甲を左手のひらでこする
⑨ 流水に手をあて手のひらをこすり合わせる
⑩ 左手の甲を右手のひらでこする
⑪ 右手の甲を左手のひらでこする
⑫ 手全体を流水ですすぐ
⑬ 流水で水道の栓を洗う
⑭ 水道の栓をしめる
⑮ 手を振って水を切る
⑯ ハンカチを出して手を拭く
⑰ ハンカチを始末する
⑱ 袖をおろし，ととのえる

【実践・資料編】第３部 キャリア発達を促す指導・支援の基本的な在り方
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３ 実際的な力を付けるための指導・支援の基本

（１）指導者が実社会で通用する力を正確に認識する

（２）行動の意味を理解させる

■子どもの力を育てられないかかわり方

（３）一人でできるようにする

【表１】主体的な姿勢が形成される段階
（４）指導的援助を行う

（５）習慣化から般化へ

「知的障害児・者の生活と援助」（一番ヶ瀬康子監修）より

（６）生活年齢を重視した指導を行う

■ ﾄｯﾌﾟﾀﾞｳﾝｱﾌﾟﾛｰﾁとﾎﾞﾄﾑｱｯﾌﾟｱﾌﾟﾛｰﾁ

（７）一貫した指導を行う

◎ トップダウンアプローチ
（将来の生活から今の課題を考える）

→目標の設定に適切

○ ボトムアップアプローチ
（発達年齢から今の課題考える）

→具体的な課題や支援の設定に適切

適
切
な
指
導
・

支
援

「この子達には，これぐらいで
十分」と思ってしまえば，そこで
成長がとまってしまいます。

子どもの成長や可能性の大きさ
を信じることが大切です。

基本的生活習慣をつけるには，
家庭・寄宿舎・施設等との連携が必要

手順や考え方が違うのでは，実際的
な力にならない。「学校でだけ
やればいい」と思ってしまう

２ 実際的な力をつける指導・支援の基本

過保護 マイナス評価 過要求

依存心 自信喪失 意欲減退

お母さんが
みんな
やってあげる

おそい！
またおまえか！

みんなと
同じように
やりなさい

意欲のない子ども
動きがでない子ども
一人でできない子ども

段 階 子どもの意識 援助者の配慮点

導 興味の やってみよう 興味関心のあるもの，
入 芽生え かな できそうなものを与える
期 課題へ こうかな， 意図的・計画的な励ま

の努力 ああかな しや援助
安 課題の できた， 成功感を味わわせる，
定 達成 やった 努力への共感と賞賛
期 自信の 安心感・ できる課題を十分に与

芽生え 自己信頼感 える
伸 意欲の もっと 量を増やしたり，やや
展 芽生え やりたい 困難な課題を与える
期 困難の なんとか 頑張ったことへの喜び

克服 やれたぞ を味あわせ，共感する
充 自信の 耐えて頑張る力， 自己の目標へ向けての
実 深まり 全体への広がり， 助言をし，あたたかく
期 自主的，主体的 見守る

な姿勢
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「

１ 子どもを大切にする ～ 子どもの立場に立って考える ～

■子どものプライドを傷つけることばがけ （１）子どもを大切にするとは

（２）子どもの感情を大切にする

「発達障害を持つ子のいいところ応援計画」（阿部利彦）より

■子どもを上手に叱るコツ

（３）子ども中心の生活にする

「発達障害を持つ子のいいところ応援計画」（阿部利彦）より

２ 一人一人の個性を認める ～ やり方・覚え方は人それぞれ ～

「また，あなたなの，いいかげんにして！」

「どうして，こんなことも分からないの？」

「みんなは，○○さんのようになっちゃダメよ」

「本当に赤ちゃんなんだから」

「一年生（幼稚園）からやり直せ！」

「あなたの話はもうたくさん」

「ほら，やっぱり！失敗すると思った」

「どうせ，これもあなたのしわざでしょ」

「あ～あ，だからさっきやっとけばよかったのに」

「さすが，忘れ物チャンピオンだね」

・より適切な行動へ導くために叱る
・懲らしめるために叱らない
・メリハリをつけ，強く短く叱る
・一部の行動で全人格を決めつけない
・プライドを傷つけない
・子どもにとって「大切な存在」でなければ，叱る

効果は期待できない

・ふだん誉めていることが重要

【事例１】

「文字が読めないのに仕分けをするA君」
文字の読み書きがほとんどできないダウン症のA君

はクリーニング屋で実習をすることになりました。

初めは洗濯の仕事でしたが，体力的に難しく，クリ

ーニングの終わった服を200軒ある取次店に仕分ける

仕事をすることになりました。

最初はお店の人が指定した場所に置くだけの作業

でしたが，いつの間にか，一人で取次店名を見て，

間違いなく置けるようになりました。

A君は，文字を覚えたのではありません。取次店名

を自分なりに記号として認知し，弁別できるように

なったのです。A君の就職したいという気持ちが，自

分なりの方法を考えさせたのです。

【実践・資料編】第３部 キャリア発達を促す指導・支援の基本的な在り方
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３ 子どもに期待し，可能性を信じる ～ できないと決めつけないで ～

（１）子どもはプライドをもっている

（２）子どもは大人を見抜いている

（３）子どもを一人の人間として好きになる

（４）子どもの可能性を信じる

「子どもの気持ちを支え，育てることが大切」

４ 子どもを正しく知る ～ 共感的理解をもって ～

（１）子どもと共に活動する

（２）子どもの発達段階を正しくとらえる

「名言と名句に学ぶ障害児の教育と学級づくり・授業づくり」（太田正己）より

【事例２】

「タオルのたたみ方を自分で考えたB君」
日帰り温泉で実習をすることになった重度のB君には，

担任の先生が毎日ついて行って，タオルのたたみ方を教

えることにしました。

しかし，三日たってもなかなかB君は一人でタオルをた

ためません。そんな時，社長から「自分の頭を使って自

分の力でできるようにならなくては，実社会で通用する

ような仕事はできるようになりませんよ」と言われ，担

任の先生は，巡回による指導に切り替えました。

社長は「タオルをたたみなさい」だけで，あとはじ

っと見守っているだけです。最初はもじもじしていた

B君でしたが，「いいからやってごらん」と励まされ，

周りのおばさん達の仕事の様子を見ながらやり始めま

した。社長はたたみ終わったタオルを点検して「ここ

はできてないよ」と言うだけです。

時間はかかりましたが，実習が終わる頃には，一人

でできるようになっていました。

誰かに教えられた方法では，タオルの形が変われば

また教え直さなければなりません。しかし，自分で方

法を考えられるようになれば，そういう心配もないの

です。

「

３ 児童生徒の自主性や主体性を伸ばす基本




